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謹
ん
で
新
年
の
お
慶
び
を
申
し
上
げ
ま

す
。

　
昨
年
は
、
東
日
本
大
震
災
の
復
興
の
槌

音
が
響
き
始
め
た
か
に
思
わ
れ
ま
し
た
が
、

原
発
問
題
・
近
隣
諸
国
と
の
領
土
問
題
の

発
生
、
県
内
で
も
、
オ
ス
プ
レ
イ
の
配
備
、

ア
メ
リ
カ
兵
に
よ
る
暴
行
致
傷
事
件
等
が

大
き
な
問
題
と
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
な
国
内
外
の
問
題
が
山
積
す

る
中
、
年
末
に
は
衆
議
院
の
解
散
総
選
挙

を
経
て
政
権
交
代
と
慌
た
だ
し
い
一
年
と
な

り
ま
し
た
。

　
さ
て
、
沖
縄
県
協
会
に
お
き
ま
し
て
は
、

公
益
法
人
改
革
法
に
基
づ
き
、
平
成
二
四

年
四
月
一
日
付
を
も
ち
ま
し
て
、
一
般
社
団

法
人
沖
縄
県
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
協
会
と
し

て
登
記
い
た
し
ま
し
た
。

　
本
年
は
、
協
会
創
立
四
○
周
年
を
迎
え

ま
す
。
協
会
員
の
大
同
団
結
の
結
果
、
業

界
の
社
会
的
地
位
向
上
、
高
度
化
す
る
ビ

ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
技
術
の
取
得
等
が
認
知
さ

れ
る
よ
う
に
な
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
こ
こ
数
年
来
継
続
し
て
い
ま
す
公

益
目
的
活
動
の
柱
と
な
る
社
会
貢
献
活
動

も
軌
道
に
乗
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　
平
成
二
十
五
年
一
月
三
十
日
、
沖
縄
都

ホ
テ
ル
で
開
催
、
か
ぎ
や
で
風
（
国
際
ビ

ル
奥
間
さ
ん
）
の
幕
開
け
に
始
ま
り
新
垣

会
長
の
協
会
、
組
合
、
賛
助
会
員
、
政
治

連
盟
全
組
織
の
結
束
力
で
頑
張
り
ま
し
ょ

う
の
年
頭
挨
拶
に
続
き
、仲
井
眞
知
事（
与

世
田
副
知
事
名
代
）
具
志
県
会
議
員
、
儀

間
浦
添
市
長
、
の
方
々
か
ら
お
礼
と
寿
ぎ

の
挨
拶
を
賜
り
、
井
上
全
協
九
州
地
区
本

部
長
か
ら
引
き
続
き
業
界
よ
り
の
提
案
実

行
の
挨
拶
を
頂
き
、
翁
長
自
民
県
連
会
長

の
乾
杯
発
声
の
後
、
参
加
者
全
員
で
美
味

し
い
料
理

を
味
わ
い

な
が
ら
、

懇
親
で
盛

り
上
が
り

ま
し
た
。

　
ま
た
当

日
早
朝
よ

り
、
沖
縄
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ
で
親
睦
ゴ

ル
フ
大
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
上
位
成
績
は
左
記
の
通
り
で
す
。
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

優
　
勝
　
玉
城
　
芳
信
（（
株
）
ク
リ
ー
ド
沖
縄
）

準
優
勝
　
平
良
　
哲
　（（
株
）
沖
縄
ダ
イ
ケ
ン
）

三
　
位
　
新
垣
　
淑
典
（
沖
縄
ビ
ル
管
理
（
株
））

　

　

年
頭
会
長
挨
拶　
一
般
社
団
法
人
　
沖
縄
県
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
協
会

　
し
か
し
な
が
ら
、
業
界
を
取
り
巻
く
環

境
は
、
県
外
業
者
お
よ
び
異
業
種
か
ら
の

参
入
や
新
規
物
件
の
減
少
、
既
契
約
の
契

約
金
見
直
し
な
ど
、
厳
し
さ
は
本
年
も
続

く
も
の
と
考
え
ま
す
。

　
創
立
四
十
周
年
を
機
に
、
さ
ら
に
、
協

会
員
一
丸
と
な
っ
て
、
お
客
様
に
信
頼
さ
れ
、

社
員
に
信
頼
さ
れ
、
社
会
の
信
頼
・
信
用

を
得
ら
れ
る
業
界
を
目
指
し
、
ご
協
力
を

賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
結
び
に
、
協
会
員
お
よ
び
関
係
各
位
の

ご
多
幸
と
、
ご
発
展
を
祈
念
申
し
上
げ
新

春
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。
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第
九
回
環
境
衛
生
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
平

成
二
十
四
年
十
一
月
二
一
日
に
〈
ご
み
ゼ
ロ

社
会
の
実
現
へ
〉
を
テ
ー
マ
に
沖
縄
県
那

覇
市
、
県
内
マ
ス
コ
ミ
各
社
後
援
、
沖
縄

県
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
協
同
組
合
協
賛
の

も
と
、
県
立
博
物
館
、
美
術
館
講
堂
に
お

い
て
開
催
し
ま
し
た
。

　
冒
頭
新
垣
会
長
は
「
ご
み
問
題
に
対
し
、

行
政
だ
け
で
な
く
我
々
業
界
が
ど
の
よ
う

な
こ
と
が
出
来
る
か
を
考
え
、
お
客
様
に

提
案
出
来
る
機
会
に
な
れ
ば
と
考
え
て
い

る
」
と
挨
拶
。

　
続
い
て
、
那
覇
市
環
境
部
大
城
弘
明
部

長
が
「
那
覇
市
の
ご
み
減
量
の
取
組
み
」

と
題
し
て
基
調
講
演
を
行
な
っ
た
。
那
覇

市
は
ご
み
問
題
を
解
決
す
る
た
め
、
次
世

代
型
の
焼
却
施
設
を
整
備
し
、
ご
み
を
効

率
的
に
処
理
す
る
と
と
も
に
焼
却
灰
も
路

面
材
と
し
て
再
利
用
し
て
い
る
こ
と
を
紹

介
。

　
ま
た
、
ご
み
を
出
さ
な
い
仕
組
み
作
り

と
し
て
、
家
庭
ご
み
の
有
料
化
、
事
業
系

ご
み
の
分
別
の
徹
底
と
N
P
O
法
人
と
連

携
し
た
リ
サ
イ
ク
ル
活
動
と
小
学
生
へ
の

環
境
教
育
の
取
組
み
を
紹
介
し
た
。｢

行

政
の
力
だ
け
で
は
限
界
が
あ
る
。
市
民
、

事
業
者
、
行
政
の
三
者
で
取
組
む
こ
と
が

重
要｣

と
強
調
さ
れ
た
。

　
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
沖
縄
美
装
管
理
㈱
武
村

周
児
代
表
取
締
役
社
長
が
努
め
、
パ
ネ
リ

ス
ト
に
大
城
部
長
、
沖
縄
リ
サ
イ
ク
ル
市

民
の
会
古
我
知
浩
代
表
、
城
間
英
樹
協
会

理
事
の
三
人
を
迎
え
、
行
な
っ
た
。

　
古
我
知
代
表
は
事
業
系
生
ご
み
を
回
収

し
て
飼
料
を
作
り
、
安
全
で
お
い
し
い
豚

を
育
て
る
「
く
い
ま
ー
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

活
動
を
紹
介
。
城
間
英
樹
理
事
は
病
院
清

掃
従
事
者
が
ご
み
回
収
作
業
中
に
注
射
針

で
怪
我
を
し
た
事
故
事
例
を
挙
げ
、
予
防

と
対
策
を
講
じ
た
こ
と
な
ど
を
報
告
し
た

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、
行
政
、
市
民

事
業
者
な
ど
関
係
す
る
人
が
垣
根
を
越
え

て
互
い
に
協
力
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
り

ご
み
問
題
に
一
人
ひ
と
り
が
向
き
合
う
こ

と
が
重
要
で
あ
る
と
言
う
こ
と
が
話
し
合

わ
れ
た
。

第
九
回
環
境
衛
生
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
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日
時

：

平
成
二
十
四
年
九
月
十
五
日（
土
）

場
所

：

環
境
の
杜
ふ
れ
あ
い

参
加
チ
ー
ム
は
五
社
、
六
チ
ー
ム
　

参
加
人
数
八
十
名
の
参
加 

　
沖
縄
ビ
ル
・
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
㈱

　
㈱
沖
縄
ゼ
ネ
ラ
ル
サ
ー
ビ
ス

　
沖
縄
ビ
ル
管
理
㈱

　
㈱
沖
縄
ダ
イ
ケ
ン
A

　
㈱
国
際
ビ
ル
産
業

　
㈱
沖
縄
ダ
イ
ケ
ン
Ｂ
（
順
不
同
）

３
位
決
定
戦

　
沖
縄
ビ
ル
管
理
㈱
対
㈱
沖
縄
ダ
イ
ケ
ン

　
B
 で
勝
者
は
沖
縄
ビ
ル
管
理
㈱

　
決
勝
戦
は
、
㈱
国
際
ビ
ル
産
業
対
㈱
沖

　
十
一
月
十
五
日(

木
）
サ
ラ
ダ
ボ
ウ
ル

に
て
、
十
九
チ
ー
ム
（
七
十
六
名
）
が
参

加
し
て
ゲ
ー
ム
を
楽
し
み
ま
し
た
。

☆
上
位
の
成
績
は
次
の
通
り
で
す

　
　
受
賞
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

団
体
優
勝
　
㈱
総
合
ビ
ル
管
理

　
　
二
位
　
㈱
沖
縄
環
境
開
発
セ
ン
タ
ー

　
　
三
位
　
㈱
沖
縄
ダ
イ
ケ
ン

個
人
優
勝
　
宮
城
英
人
（
㈱
総
合
ビ
ル
管
理
）

　
　
二
位
　
根
岸
　
大
（
㈱
総
合
ビ
ル
管
理
）

　
　
三
位
　
末
吉
　
靖
（
共
栄
ビ
ル
整
備
㈱
）

※
会
員
の
皆
様
の
会
場
い
っ
ぱ
い
に
響
き

渡
る
歓
声
と
、
笑
顔
が
と
て
も
素
敵

で
し
た
。
景
品
を
ご
提
供
い
た
だ
き

ま
し
た
各
社
様
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

　
　
　
　
事
業
委
員
会
委
員
　
宮
里
幸
充

　
西
崎
特
別
支
援
学
校
の
依
頼
に
よ
り

『
生
徒
の
就
労
支
援
に
向
け
た
指
導
の
充

実
』
の
た
め
、
担
当
教
師
を
対
象
に
『
正

し
い
清
掃
方
法
を
知
る
』、『
身
近
な
所
の

清
掃
の
仕
方
』
と
題
し
、
協
会
の
ビ
ル
ク

リ
講
師
が
、
清
掃
の
基
本
的
事
項
の
講
義

及
び
実
技
指
導
を
実
施
し
ま
し
た
。	

	

　『
ビ
ル
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
の
五
原
則
』
を

座
学
・
講
義
し
、
実
技
研
修
で
は
　
①
教

室
、
廊
下
清
掃
班
　
②
ト
イ
レ
清
掃
班
、

③
ガ
ラ
ス
清
掃
班
に
分
か
れ
、
各
担
当
講

師
か
ら
指
導
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　
研
修
後
に
は
参
加
さ
れ
た
皆
様
か
ら

感
謝
さ
れ
、
短
い
研
修
時
間
で
あ
り
ま

し
た
け
れ
ど
充
実
し
た
講
習
会
と
な
り

ま
し
た
。	

	
	

	

第
十
三
回

ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会

縄
ダ
イ
ケ
ン
Ａ
で
行
わ
れ
一
セ
ッ
ト
を
㈱

国
際
ビ
ル
産
業
が
勝
ち
圧
勝
で
優
勝
か
と

思
わ
れ
ま
し
た
が
、
二
セ
ッ
ト
目
は
お
互

い
に
ラ
リ
ー
が
続
き
沖
縄
ダ
イ
ケ
ン
Ａ
が

逆
転
し
三
セ
ッ
ト
勝
負
に
な
り
打
っ
て
拾

っ
て
生
き
生
き
プ
レ
ー
（
接
戦
）
で
会
場

も
盛
り
上
が
り
応
援
で
も
双
方
の
声
援
が

響
き
亘
り
ま
し
た
。
お
互
い
に
一
歩
も
譲

ら
ず
逆
転
に
次
ぐ
逆
転
で
㈱
沖
縄
ダ
イ
ケ

ン
Ａ
が
勝
ち
セ
ッ
ト
カ
ウ
ン
ト
二
対
一
で

「
優
勝
」
を
飾
り
ま
し
た
。

　
優
　
勝
　
㈱
沖
縄
ダ
イ
ケ
ン
Ａ
　
　
　

　
準
優
勝
　
㈱
国
際
ビ
ル
産
業
　
　
　
　

　
３
　
位
　
沖
縄
ビ
ル
管
理
㈱
　
　
　
　

　
　

　

　
特
別
支
援
学
校
職
員
清
掃
講
習
会

第
一
回
「
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
」
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去
る
平
成
二
十
四
年
十
月
十
八
日（
木
）

熊
本
県
熊
本
市
流
通
情
報
会
館
展
示
場
に

於
い
て
、
全
九
州
八
県
よ
り
選
抜
さ
れ
た

十
六
名
（
各
県
二
名
）
の
ビ
ル
ク
リ
ー
ニ

ン
グ
技
能
士
に
よ
る
技
能
競
技
大
会
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　
各
県
か
ら
選
抜
さ
れ
た
よ
り
優
れ
た
選

手
の
技
を
競
う
白
熱
し
た
戦
い
と
な
り
ま

し
た
。
当
該
競
技
優
勝
、
準
優
勝
者
は
来

年
十
月
、
さ
い
た
ま
ス
ー
パ
ー
ア
リ
ー
ナ

で
、
開
催
さ
れ
る
第
十
三
回
全
国
大
会
の

九
州
代
表
選
手
と
な
り
ま
す
。

　
結
果
、
沖
縄
県
選
出
上
原
隼
人
（
㈱
沖

縄
ダ
イ
ケ
ン
）
選
手
が
熊
本
市
長
賞
（
準

優
勝
）
で
見
事
、
沖
縄
県
か
ら
初
め
て
の

九
州
代
表
と
な
り
ま
し
た
。榮
山
晃
平（
㈱

国
際
ビ
ル
産
業
）
選
手
は
九
州
ビ
ル
メ
ン

テ
ナ
ン
ス
連
絡
協
議
会
長
賞
で
し
た
。

　
毎
年
恒
例
で
あ
る
、「
第
一
回
ち
ゅ
ら

島
環
境
美
化
全
県
一
斉
清
掃
」
を
平
成

二
十
四
年
九
月
九
日
に
協
会
会
員
・
賛
助

会
員
家
族
含
む
一
七
二
人
が
参
加
し
行
い

ま
し
た
。

　
パ
レ
ッ
ト
く
も
じ
イ
ベ
ン
ト
広
場
を
起

点
に
四
班
に
分
か
れ
、
ご
み
や
空
き
缶
、

た
ば
こ
の
吸
殻
に
い
た
る
ま
で
細
か
く
回

収
し
集
積
場
で
あ
る
公
園
に
て
分
別
し
ま

し
た
。

　
可
燃
ご
み
と
不
燃
ご
み
合
計
で
三
七
袋

の
量
を
回
収
し
ま
し
た
。

　
国
際
通
り
を
中
心
と
し
た
コ
ー
ス
で

年
々
き
れ
い
に
な
っ
て
い
る
印
象
が
あ
り

ま
す
が
、
実
際
回
収
し
て
み
る
と
そ
の
量

に
驚
き
ま
し
た
。

　
約
二
時
間
の
作
業
を
終
え
た
後
は
会
員

の
親
睦
と
参
加
し
た
皆
さ
ん
の
労
を
ね
ぎ

ら
い
波
の
上
ビ
ー
チ
で
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
大

会
を
実
施
、
ス
イ
カ
割
り
な
ど
で
楽
し
い

ひ
と
時
を
過
ご
し
ま
し
た
。

　「
第
二
回
の
ち
ゅ
ら
島
環
境
美
化
全
県

一
斉
清
掃
」
は
平
成
二
十
四
年
十
二
月

十
六
日
に
那
覇
市
民
憲
章
推
進
協
議
会
年

末
清
掃
の
後
援
と
し
て
会
員
二
十
五
社

一
五
六
名
が
参
加
し
新
都
心
全
域
の
清
掃

を
行
い
ま
し
た
。

　
我
々
協
会
員
及
び
賛
助
会
員
は
落
書

き
・
シ
ー
ル
剥
が
し
を
中
心
に
清
掃
を
実

施
。
那
覇
市
よ
り
専
門
知
識
や
技
術
者
の

派
遣
に
関
し
感
謝
の
言
葉
を
頂
き
ま
し

た
。

　
毎
年
十
二
月
の
清
掃
は
各
市
町
村
の
主

要
地
域
で
実
施
し
て
お
り
ま
し
た
が
、
今

回
、
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
の
技
術
を
生
か

し
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
清
掃
が
行
え
た
こ
と

は
大
変
有
意
義
な
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

　
こ
の
実
績
を
青
年
部
活
動
に
生
か
し
て

い
く
べ
く
、
今
後
と
も
協
会
会
員
・
賛
助

会
員
関
係
各
位
の
ご
協
力
を
宜
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

　

第
十
二
回

九
州
地
区
ビ
ル
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
技
能
競
技
大
会

「
美
ら
島
環
境
美
化
全
県
一
斉
清
掃
」



日　時 参加数 参加者 備　考活動内容

協会活動日誌

県立病院ラウンドチェツク水準調整会議

第２回理事会

労働安全パトロール

県立西崎特別支援学校清掃講習会

ハードフロアメンテナンス講習会

第１回交流ソフトバレー大会監督者会議

清掃作業従事者研修講習会 ( 北部 )

県立病院ラウンドチェツク

第 1回交流ソフトバレーボール大会

清掃作業従事者研修講習会 ( 中部 )

清掃作業従事者研修指導者講習会

( 新規・再講習 )

ビルクリーニング講師部会

平成２４年度労働安全衛生大会

貯水槽清掃講師部会会議

第３回理事会・代表者会議

防除作業従事者研修会

清掃作業従事者研修講習会 ( 那覇 )

第 13 回ボウリング大会

第９回環境衛生シンポジウム

平成２４年度ビルクリーニング技能検定

受講対策講習会パート１

ビルクリーニング実務責任者セミナー

貯水槽清掃作業従事者研修会

平成２４年度ビルクリーニング技能検定

受講対策講習会パート２

平成２４年度第２回ちゅら島全県一斉清掃

第４回理事会

三役・各正副委員長会議

カーペットクリーニング講師部会

平成２４年度ビルクリーニング技能検定

受講対策講習会パート３

平成２４年度ビルクリーニング技能検定

受講対策講習会パート４

平成２５年度新春懇親会

品質評価・最先端清掃品質部会

会長・理事・監事

労働安全委員

小・中等部職員

講師・受講者

委員・監督

講師・受講者

事業委員・品質評価部会員・

最先端清掃品質部会員・

病院側・担当者

会員

講師・受講者

講師・受講者

講師部会

会員・非会員

講師部会

会長・理事・監事・代表者

講師・受講者

講師・受講者

会員

一般・会員・賛助会員

講師・受講者

講師・受講者

会員・一般

講師・受講者

会員・自治体

会長・理事・監事

三役・正副委員長

講師

講師・受講者

講師・受講者

会員・賛助会員・来賓

協会 2F　会議室

沖縄県卸商業団地組合  会議室

沖縄美ら海水族館施設

西崎特別支援学校

ポリテクセンター沖縄

協会３Ｆ　研修室

名桜大学　研究棟

県立６病院

環境の杜ふれあい

ポリテクセンター沖縄

ポリテクセンター沖縄

協会２Ｆ　会議室

浦添市産業支援センター

協会２Ｆ　会議室

沖縄県卸商業団地組合  会議室

那覇地域職業訓練センター

九州沖縄トラック研修会館

サラダボウル

県立博物館・美術館講堂

協会３Ｆ　研修室

宜野湾市民体育館会議室

浦添市産業支援センター

協会３Ｆ　研修室

那覇市新都心公園

沖縄県卸商業団地組合  会議室

沖縄都ホテル

協会２F　会議室

協会３Ｆ　研修室

協会３Ｆ　研修室

沖縄都ホテル

８/２

８/１０

８/２２

８/２４

８/２８

９/４

９/６

９/７

９/１５

１０/１０

１０/１１～１２

１０/１６

１０/２６

１０/２６

１１/１

１１/１３

１１/１５

１１/１５

１１/２１

１１/２６

１１/２９

１２/３

１２/１０

１２/１６

１２/１９

１２/２７

１/９

１/９～１２

１/２８～３０

１/３０

９名

１４名

５名

２０名

２７名

１２名

１７名

９名

８０名

２０名

５０名

５名

１０７名

３名

　３７名

５４名

２０名

７６名

１５０名

９名

１０名

７３名

９名

１５６名

１２名

１６名

２名

９名

９名

１３０名
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十
月
二
十
六
日
に
浦
添
市
産
業
振
興

セ
ン
タ
ー
結
の
街
で
協
会
・
賛
助
会
員
・

組
合
員
・
一
般
計
三
十
七
社
一
〇
七
名
の

参
加
者
で
開
催
、
大
会
は
、
労
働
災
害
物

故
者
へ
の
黙
祷
か
ら
始
ま
り
新
垣
淑
典

協
会
長
の
挨
拶
、
続
い
て
来
賓
の
稲
毛
健

一
沖
縄
労
働
局
健
康
安
全
課
長
の
祝
辞
、

労
働
災
害
の
状
況
の
説
明
が
あ
り
、
い
な

み
労
働
衛
生
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
事
務
所

伊
波
恒
雄
所
長
に
よ
る
「
労
働
者
の
生
活

習
慣
を
考
え
る
」
の
テ
ー
マ
で
講
演
を
頂

き
ま
し
た
。

　
そ
の
後
安
全
標
語
入
賞
者
表
彰
を
行
い

㈱
ク
リ
ー
ド
沖
縄
宮
城
タ
カ
子
氏
の
「
気

を
抜
く
な
毎
日
変
る
危
険
箇
所
」
が
優
秀

賞
に
選
ば
れ
ま
し
た
。
最
後
に
労
働
災
害

「
ゼ
ロ
」

を
目
指

し
、
労
働

安
全
宣
言

を
参
加
者

全
員
で
唱

和
し
大
会

を
閉
会
し

ま
し
た
。

平
成
二
十
四
年
度

　
労
働
安
全
衛
生
大
会
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沖
縄
ビ
ル
・
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
株
式
会
社

　
　
　
設
備
副
責
任
者
　
喜
屋
武
　
長
一

①
一
年
九
ヶ
月

②
私
は
、
恩
納
村
に
あ
る
沖
縄
科
学
技
術

大
学
院
大
学
と
い
う
と
こ
ろ
で
設
備
管

理
の
業
務
に
従
事
し
て
お
り
ま
す
。
こ

の
施
設
は
、
教
学
施
設
と
研
究
施
設
を

併
せ
持
っ
た
世
界
最
高
水
準
の
国
際
的

な
科
学
研
究
施
設
で
す
。
こ
の
施
設
を

如
何
に
快
適
で
最
良
な
空
間
に
維
持
し

て
い
く
か
が
、
設
備
管
理
上
重
要
と
な

っ
て
き
ま
す
。
特
に
各
研
究
施
設
の
温

湿
度
管
理
の
調
整
は
毎
日
の
欠
か
せ
な

い
業
務
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
神
経
を

使
う
仕
事
で
も
あ
り
ま
す
が
、
日
々
新

し
い
事
象
と
向
き
合
い
勉
強
し
て
い
く

こ
と
は
、
自
分
の
技
術
向
上
に
も
繋
が

る
と
思
い
毎
日
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

③
設
備
員
相
互
、
各
セ
ク
シ
ョ
ン
間
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
密
に
し
、
研
究

職
員
や
大
学
院
大
学
関
係
者
に
、
よ
り

快
適
な
環
境
を
提
供
で
き
る
よ
う
努
力

し
て
ま
い
り
ま
す
。

有
限
会
社
環
境
整
備

　
　
　
　
屋
宜
す
ま
子
（
現
場
責
任
者
）

①
入
社
し
て
二
〇
年
に
な
り
ま
す

②
嘉
手
納
基
地
内
、
各
施
設
の
キ
ッ
チ
ン

フ
ー
ド
ダ
ク
ト
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
の
業
務

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
キ
ッ
チ
ン
で
の
作
業
と
な
り
ま
す
の

で
、
厨
房
資
材
等
に
傷
を
付
け
な
い
よ

う
に
注
意
し
な
い
と
い
け
ま
せ
ん
。
食

材
等
も
あ
っ
た
り
し
ま
す
の
で
養
生
し

た
り
と
て
も
気
を
使
い
ま
す
。

　
ま
た
、
夜
間
で
高
所
作
業
が
多
い
仕
事

な
の
で
、
安
全
作
業
を
常
に
意
識
し
て

い
ま
す
。
キ
ッ
チ
ン
の
ダ
ク
ト
は
各
施

設
に
よ
っ
て
作
り
が
異
な
る
な
ど
難
し

い
場
所
も
あ
っ
た
り
し
ま
す
。

　
清
掃
方
法
を
変
え
た
り
、
必
要
道
具
を

現
場
に
合
わ
せ
た
り
で
大
変
な
作
業
と

な
り
ま
す
が
、
ス
タ
ッ
フ
一
丸
と
な
っ

て
協
力
し
て
ダ
ク
ト
火
災
に
繋
が
ら
な

い
よ
う
清
掃
を
心
が
け
て
お
り
ま
す
。

③
ス
タ
ッ
フ
の
安
全
を
第
一
に
、
お
互
い

協
力
し
て
頑
張
っ
て
参
り
ま
す
。	

　

　
　
◇
◇
編
集
後
記
◇
◇

　
新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

　
東
日
本
で
は
、
未
曾
有
の
大
災
害
か
ら

ま
も
な
く
二
年
が
過
ぎ
よ
う
と
し
て
い
ま

す
。ま
だ
ま
だ
災
害
復
興
が
続
い
て
お
り
、

被
災
さ
れ
た
方
々
の
ご
苦
労
を
思
う
と
、

一
日
も
早
い
復
興
を
心
よ
り
願
い
ま
す
。

　
昨
年
は
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
の
、
日
本
人

選
手
の
素
晴
し
い
活
躍
が
あ
り
ま
し
た
。

年
末
に
は
慌
た
だ
し
く
政
権
交
代
が
あ

り
、
景
気
回
復
に
向
か
う
よ
う
期
待
し
ま

す
。

　
そ
の
波
に
乗
り
飛
躍
で
き
る
一
年
で
あ

り
ま
す
よ
う
、
協
会
員
一
丸
と
な
り
、
プ

ロ
意
識
と
誇
り
を
持
ち
事
故
の
な
い
作
業

に
勤
め
、今
年
一
年
が
ん
ば
り
ま
し
ょ
う
。

◇
発
行
責
任
者
　
新
垣
淑
典

（
沖
縄
県
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
協
会
会
長
）

　
　
那
覇
市
曙
二
丁
目
二
十
七
番
十
四
号

　
　
電
話
〇
九
八
（
八
六
一
）
二
七
四
二

　
　
◇
◇
会
員
動
向
◇
◇

【
退
会
】

有
限
会
社
玉
城
サ
ー
ビ
ス
カ
ン
パ
ニ
ー

代
表
取
締
役
　
玉
城
　
源
栄

（
平
成
二
四
年
十
一
月
三
十
日
）

現
場
で
働
く
皆
さ
ん
の
生
の
声
を
お
届
け
し

ま
す
。
質
問
内
様
は

①
入
社
し
て
何
年
目
で
す
か
？

②
現
場
で
の
苦
労
は
？

③
今
後
の
抱
負
は
？


